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総務費
4億6,848万円
（13.8％）

議会費 6,049万円（1.8％）

　　民生費
8億3,429万円
　　（24.5％）

衛生費
2億1,809万円（6.4％）

労働費
1,494万円（0.4％）

商工費
1億1,783万円（3.5％）

消防費
1億9,708万円
      （5.8％）

公債費
3億9,122万円
      （11.5％）

農林水産業費
2億5,732万円
　　 （7.6％）

土木費
4億6,854万円
　　 （13.8％）

教育費
3億6,667万円
　　（10.8％）

町債として借りた
お金の返済など

予防接種・検診・ゴミ処理
などにかかるお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

人件費や戸籍業務
町デマンド交通などに
かかるお金

農業基盤整備や
農林漁業振興
などにかかるお金

商業・工業や
観光振興などに
かかるお金

高齢者・障がい者
福祉や保育園・
児童手当などに
かかるお金

給食や、小・中学校
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

予備費 500万円（0.2％）

町 税
4億1,995万円
（12.4％）

繰入金
3億1,032万円
（9.1％）

繰越金
3,000万円（0.9％）

諸収入
5,813万円（1.7％）

その他 1億4,463万円（4.4％）

地方譲与税 3,580万円（1.1％）

地方消費税交付金
1億400万円（3.1％）

 町債
  1億８．２４０万円
　　 （5.4％）

  国庫支出金  
３億１，６９５万円
　　（9.3％）

県支出金
3億8,138万円
　　（11.2％）

地方交付税
14億7,300万円
　　 （43.3％）

自主財源
町で集めたお金

8億8,610万円
（26.1％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

25億1,389万円
（73.9％）

町民税、
固定資産税
その他の税など

令和３年度の決算で
繰り越されたお金

貸付金元利・雑入など

県・国からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差を
なくすための
国が交付するお金

「いままでも、これからも、    住み続けたい
 　　　　　　 関わりたい　帰ってきたい  出雲崎」   目指して

 3月定例会（会期3月8日～15日（8日間））

令和4年度
当初予算

歳 入
34億

歳 出
34億

一般会計一般会計

特別会計
会計名 令和４年度 令和３年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 5億 840万円 4億9,720万円 1,120万円 2.3%
介 護 保 険 事 業 6億5,700万円 6億4,920万円 780万円 1.2%
後 期 高 齢 者 医 療 6,620万円 6,570万円 50万円 0.8%
簡 易 水 道 事 業 2億3,130万円 1億6,400万円 6,730万円 41.0%
特定地域生活排水処理事業 1,220万円 1,210万円 10万円 0.8%
農 業 集 落 排 水 事 業 9,970万円 1億3,490万円 ▲3,520万円 ▲26.1%
下 水 道 事 業 3億1,690万円 2億4,360万円 7,330万円 30.1%
住 宅 用 地 造 成 事 業 3,700万円 1,150万円 2,550万円 221.7%

合　      　計 19億2,870万円 17億7,820万円 1億5,050万円 8.5%

（▲は減額）

令和４年度当初予算合計は 53億2,870万円

一般会計 34億円 （前年度比　 4％ 1億3,200万円増）

（前年度比 8.5％ 1億5,050万円増）特別会計 19億2,870万円

※万円未満切り捨てのため、合計と一致しません。

（前年度比5.6％  2億8,250万円増）

令
和
４
年
度
予
算

令
和
４
年
度
予
算

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

表

彰

表

彰

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

3 2い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ４ 年 4 月 2 5 日第 1 1 5 号 令 和 ４ 年 ４ 月 2 5 日第 1 1 5 号



『第６次出雲崎町総合計画』スタート『第６次出雲崎町総合計画』スタート
子育て、教育をはじめ 子育て、教育をはじめ とする新たな取組を進めるとする新たな取組を進める

健やかに笑顔で暮らせるまちづくり事業健やかに笑顔で暮らせるまちづくり事業

安全で安心に暮らせるまちづくり事業安全で安心に暮らせるまちづくり事業

地域資源・特性を生かした魅力と活力あるまちづくり事業地域資源・特性を生かした魅力と活力あるまちづくり事業 多様な人が関わり、賑わいが持続できるまちづくり事業多様な人が関わり、賑わいが持続できるまちづくり事業

夢を育み、誇りある歴史、文化を継承するまちづくり事業夢を育み、誇りある歴史、文化を継承するまちづくり事業

令和４年度の最重点施策令和４年度の最重点施策

●幸せを運ぶコウノトリ祝金… ……………………………… 1,010万円
安心して子どもを産み育てられる環境を支援するため、出産準備金と出産祝金を支給

●多世代交流館事業… …………………………………………… 203万円
多世代交流館きらりが開館5周年を迎えるにあたり、各種イベントの充実を図る

●屈折検査器導入… ……………………………………………… 124万円
3歳児健診視覚検査等において、弱視の早期発見・早期治療につなげる

●団地造成工事… ……………………………………………… 4,090万円
やまや団地第2期の造成工事、用地買収、下水道工事など

●浄水場整備工事… …………………………………………… 8,000万円
老朽化した川西地区浄水場の更新工事ほか

●大門町営住宅建替事業　… ………………………………… 1,160万円
大門第１団地の建替に伴う地質調査、実施設計業務委託、既存住宅の除却

●消防団員報酬… ……………………………………………… 1,499万円
災害出動時の費用を費用弁償から報酬に組替え、班長、団員の報酬単価の改正

●公式LINEシステム利用料……………………………………… 108万円
町公式LINEアカウントを開設し、通報や災害時の情報などを配信する

●主食用米緊急支援事業補助金… ……………………………… 840万円
米の需要減少や米価下落等により、主食用米のJA出荷数量に対しての補助金

●上野山地区別荘跡地整備… …………………………………… 161万円
別荘跡地を買収し、誘導看板や転落防止柵を改修して、妻入りの街並を展望できる広
場を整備

●心月輪指定管理料… …………………………………………… 463万円
新たな指定管理者が行うレストラン及び売店業務を主とした施設の管理に対する指定
管理料

●結婚新生活支援事業補助金… ………………………………… 180万円
夫婦共に39歳以下かつ世帯所得400万円未満で新規に婚姻した世帯の住宅取得や引っ
越し費用等を補助

●空家等再生活用支援事業補助金… …………………………… 274万円
新規事業の追加と補助率の嵩上げをし、空家バンクの登録促進を図り空家の利活用の充実を図る

●地域おこし協力隊活動費… ………………………………… 1,422万円
地域おこし協力隊制度を活用し、地域の魅力を掘り起し、地域を活性化する取組

●公設学習塾事業… ……………………………………………… 826万円
子どもたちの学習意欲の向上と目標達成に向け、深い教養を身につけることを目的とした、
学習塾を開設

●船絵馬複製作成業務委託料… ………………………………… 147万円
羽黒神社で保存されている船絵馬等の複製を作成

●良寛記念事業補助金… ………………………………………… 550万円
10月の良寛堂建立100周年を記念して開催される全国良寛会出雲崎大会の開催に対する補助

❶新型コロナウイルス感染症に対する取り組み
　・�⼩児から⾼齢者まで希望する町⺠が5 ⽉末までに接種を受けることができるよう進める
　・�財源を確保し、疲弊している地域経済や町⺠⽣活への⽀援を継続し、迅速、適切に対応する

❷⼈⼝減少・少⼦⾼齢化への取り組み
　・�出産準備⾦と出産祝⾦を⽀給する事業を始める
　・�⼦どもたちの学習意欲向上の⽀援として、公設の学習塾を開設する
　・�未来への投資として、次世代を担う⼦どもたちを安⼼して⼦育てできる環境を着実に整備する

❸移住・定住⼈⼝、関係⼈⼝の増加に向けた取り組み
　・�第2期やまや団地の造成を進め、若い世代を含めた移住、定住⼈⼝の増加を⽬指す
　・�コロナ禍による移住機運の⾼まりをとらえ、出雲崎の魅⼒を全国に発信し、関係⼈⼝の増加を図る

施政方針・・・政治を行うときの目的・方向・理念など。
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令和４年度一般会計・特別会計は予算審査特別委員会
に付託され、審議の結果、全会一致で可決しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

髙桑 佳子 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

３月定例会

仙
海
議
員

 

町
の
お
試
し
住
宅

と
の
関
連
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

 

現
段
階
で
は
お
試

し
住
宅
が
用
意
で
き
て
お
ら
ず
、

良
い
物
件
が
あ
れ
ば
進
め
た
い

が
、
現
在
は
移
住
さ
れ
た
方
と

受
け
入
れ
た
集
落
に
支
援
金
を

払
っ
て
い
る
。

小
黒
議
員

 

昨
年
度
４
名
が
活

動
を
始
め
、
現
在
は
１
名
減
の

３
名
体
制
だ
が
、
新
年
度
追
加

の
募
集
は
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長

 

現
在
の
3
名
の
活

動
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

サ
ポ
ー
ト
不
足
が
な
い
よ
う
に

現
在
の
体
制
で
し
ば
ら
く
状
況

を
見
極
め
た
い
。

宮
下
議
員

 

海
岸
地
域
で
網
の

か
か
っ
た
危
険
家
屋
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

総
務
課
長

 

危
険
家
屋
に
つ
い

て
は
相
続
さ
れ
て
お
ら
ず
、
役

場
職
員
で
は
調
査
に
限
界
が
あ

る
た
め
、
新
年
度
は
外
部
に
委

託
す
る
相
続
人
調
査
費
を
計
上

し
て
い
る
。
連
絡
先
を
把
握
し

処
理
を
お
願
い
し
て
い
く
。
そ

う
な
る
以
前
に
転
売
等
の
対
策

が
と
れ
る
よ
う
利
活
用
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

中
野
議
員

 

具
体
的
な
活
動
内

容
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

 

３
年
度
に
引
き
続

い
て
運
動
機
能
測
定
の
他
、
ブ

ラ
ン
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
対
象
を

出
雲
崎
高
校
生
か
ら
出
雲
崎

小
・
中
学
生
に
拡
大
す
る
。
思

い
や
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
。

加
藤
議
員

 

少
子
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
不
妊
治
療
に
関
す
る

助
成
金
は
あ
る
か
。

総
務
課
長

 

特
定
不
妊
治
療
費

の
助
成
と
し
て
、
県
の
支
給
に

プ
ラ
ス
し
て
20
万
円
を
支
払
う

事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
令
和

4
年
度
か
ら
保
険
適
用
範
囲
の

拡
大
が
あ
り
、
状
況
を
み
て
事

業
の
拡
大
も
検
討
し
て
い
く
。

仙
海
議
員

 

敬
老
会
の
記
念
品

は
75
歳
以
上
の
出
席
者
だ
け
で

な
く
欠
席
者
に
も
配
ら
れ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

４
年
度
は
欠
席

者
に
対
し
て
も
郵
送
で
配
る
予

算
を
計
上
し
た
。

加
藤
議
員

 

海
の
漂
流
物
が
多

く
、
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
は

回
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
状
況
を

み
て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

 

大
き
く
、
年
に

３
回
と
し
て
い
る
が
、
現
場
を

確
認
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

仙
海
議
員

 

非
常
に
良
い
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
思
う
が
、
訪
れ
た

町
移
住
定
住
支
援
金

270万円

地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

活
動
費
1,422.7万円

空
家
等
再
生
活
用

�

支
援
事
業
補
助
金
274万円

町
・
生
活
・
交
通

　
　

先
進
連
携
事
業

（
ト
リ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

70.4万円

幸
せ
を
運
ぶ

　
　

コ
ウ
ノ
ト
リ
祝
金

1,010万円

敬
老
会
報
償

195.4万円

海
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦

�

委
託
料
1,325万円

妻
入
り
の
街
並
展
望
広
場

�

用
地
買
収
費
90万円 清掃が待たれる井鼻海岸
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方
々
が
そ
こ
で
景
色
を
見
な
が

ら
休
ん
で
い
た
だ
け
、
飲
食
で

き
る
事
な
ど
も
視
野
に
い
れ
て

整
備
の
仕
方
を
考
え
て
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長

 

町
の
観
光
を
進

め
る
う
え
で
、
意
見
を
聞
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

仙
海
議
員

 

イ
ベ
ン
ト
内
容
の

詳
細
と
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
は

ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

 

キ
ッ
ト
を
購
入

し
て
謎
を
解
き
な
が
ら
主
に
海

岸
地
域
を
周
遊
し
て
も
ら
い
、

商
品
に
応
募

い
た
だ
く
イ

ベ
ン
ト
で
あ

り
、
Ｔ
Ｖ
・

Y
ouT

ube

等
で
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
く
。

小
黒
議
員
・
仙
海
議
員

 
町
道
妻
入

り
の
街
並
み
線
に
つ
い
て
、
石

畳
と
な
っ
て
い
る
部
分
の
修
繕

は
、
歴
史
的
な
意
味
合
い
も
含

め
、
ど
う
す
る
の
か
。

建
設
課
長

 

石
畳
に
は
、
ガ
タ

つ
き
も
あ
っ
て
そ
の
都
度
対
応

し
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
す
る

か
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

仙
海
議
員

 

開
塾
の
詳
細
は
ど

の
よ
う
な
予
定
か
。

教
育
課
長

 

新
年
度
に
入
っ
て

中
学
生
に
対
し
説
明
し
た
う
え

募
集
を
か
け
、
5
月
の
連
休
明

け
の
開
塾
を
考
え
て
い
る
。
週

4
日
で
平
日
は
夜
3
時
間
程
度
、

土
日
は
午
後
の
予
定
で
、
学
習

塾
の
方
式
を
参
考
に
具
体
を
検

討
し
て
い
る
。

仙
海
議
員

 
事
業
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
説
明
が
欲
し
い
。

教
育
課
長

 

町
民
の
健
康
増
進

を
図
る
新
規
事
業
で
あ
り
、
町

民
体
育
館
を
起
点
と
し
て
参
加

状
況
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
町
内
で
使
用
で
き
る
商

品
券
に
交
換
で
き
る
も
の
。

高
橋
議
員

 

発
足
し
た
３
年
度

は
会
員
の
恩
典
が
多
か
っ
た
が
、

応
援
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

教
育
課
長

 

て
ま
り
の
会
役
員

会
で
検
討
し
４
年
度
に
つ
い
て

は
、
実
に
対
し
て
の
盛
り
上
げ

を
目
指
し
、
会
員
研
修
の
充
実

等
を
図
っ
て
い
く
。

小
黒
議
員

 

今
後
、
老
朽
化
し

た
消
火
栓
の
取
り
替
え
は
、
放

水
口
の
高
い
も
の
に
し
て
い
く

の
か
。

総
務
課
長

 

雪
の
降
る
地
域
に

お
い
て
は
高
い
も
の
に
交
換
す

る
。
雪
の
少
な
い
海
岸
地
域
は

従
来
の
も
の
と
な
る
。

ま
ち
周
遊
イ
ベ
ン
ト

�

Ｐ
Ｒ
業
務
委
託
料
445.5万円

町
道
維
持
修
繕
工
事

1,100万円

公
設
学
習
塾
事
業
費

826.5万円

ス
ポ
ー
ツ
マ
イ
レ
ー
ジ

�

事
業
特
典
30万円

良
寛
記
念
館
応
援
倶
楽
部

�

て
ま
り
の
会
補
助
金
45万円

消
火
栓
取
替
え
工
事

480万円

買収予定地

謎ときイベント

　
　

１
・
５	

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

7	

議
会
運
営
委
員
会

11	

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

12	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
114
号
）

14	

第
１
回
全
員
協
議
会

	
�

→
詳
細
は
ｐ
20
〜
21

18	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
114
号
）

２
・
10	

議
会
運
営
委
員
会

16	

第
２
回
全
員
協
議
会

	
�

→
詳
細
は
ｐ
20
〜
21

28	

議
会
運
営
委
員

3
・
8	

３
月
定
例
会
招
集
日

	
�

→
詳
細
は
ｐ
10
〜
11

	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
115
号
）

9	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10	

３
月
定
例
会
２
日
目

	

（
一
般
質
問
）

	
�

→
詳
細
は
ｐ
10
〜
17

11	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

	
�

→
詳
細
は
ｐ
6
〜
7

15	

議
会
運
営
委
員
会

	

３
月
定
例
会
最
終
日

	

第
３
回
全
員
協
議
会

	
�

→
詳
細
は
ｐ
20
〜
21

	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
115
号
）

19	

議
会
サ
ロ
ン
（
妻
入
り
会
館
）

29	

議
会
報
特
別
委
員
会

	

（
議
会
だ
よ
り
第
115
号
）

議
会
の
う
ご
き

（
主
な
も
の
）
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令
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月
）
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業
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質
疑
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問
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決定した補正予算 ※万円未満は切り捨て

主な歳入

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

主な歳出

・住民税非課税世帯等
　　臨時特別給付事業費補助金 … …………… 5,350万円

・住民税非課税世帯等臨時特別給付金 ���� 5,350万円

・地方交付税普通分追加 ���������  1,144万円
・新型コロナウイルス感染拡大防止協力金
　　交付事業補助金追加 ���������  2,149万円

・地方交付税普通分追加 ���������  6,838万円
・社会保障税番号制度システム整備費補助金 ��� 273万円
・県地籍調査事業負担金 ���������  4,050万円
・ふるさと納税寄附金追加 ���������  200万円
・市町村振興宝くじ市町村交付金追加 ����  341万円
・県営中山間地域総合整備事業分担金 ����  193万円
・地方消費税交付金追加 ���������  1,837万円

・除雪委託料追加 ������������  1,200万円
・新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金追加
　　������������������ 2,138万円

・公共施設維持補修基金積立追加 �����  2,550万円
・社会保障税番号制度システム整備委託料 ��  273万円
・ふるさと出雲崎応援基金積立追加 �����  200万円
・県営中山間地域総合整備事業
　　負担金追加（八手地区） ��������  580万円
・地籍調査業務委託料 ����������  6,500万円
・出雲崎高校応援看板設置工事 �������  130万円

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
一 般 会 計 （第10号）（専決） 5,402万円 36億7,991万円
一 般 会 計 （第11号）（専決） 3,593万円 37億1,584万円
一 般 会 計 （第12号） 1億381万円 38億1,966万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業（第２号） 1,426万円 5億5,476万円
介 護 保 険 事 業（第４号） 125万円 6億8,750万円
簡 易 水 道 事 業（第２号） 8万円 1億7,746万円
農 業 排 水 事 業（第１号） 1,713万円 1億5,203万円
下 水 道 事 業（第３号） 41万円 2億5,060万円
住 宅 用 地 造 成 事 業（第３号） 20万円 1,699万円

３ 月 定 例 会 議案31件を全会一致で可決・承認・同意

条例の一部改正（主なもの）
■出雲崎町子育てに支援に関する条例の一部改正
◆�０歳児～１歳児未満に支給されているおむつ券（月額5000円）を令和４年度から０歳児～２歳児未満まで
に拡充するための改正

■出雲崎町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
◆�消防団員の年額報酬を増額するための改正
　　班長　現行33,600円 → 改正後 37,500円
　　団員　現行22,800円 → 改正後 36,500円

案 人人

案

事

件 玉
た ま

 沖
お き

 　 馨
かおる

 さん（桂沢）　（令和４年３月 22日から３年間）

固定資産評価審査委員の選任に同意

令和３年度一般会計補正予算（第10号・専決）

令和３年度一般会計補正予算（第11号・専決）

令和３年度一般会計補正予算（第12号）
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予
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疑
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質
問
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彰
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会
サ
ロ
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政
務
活
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費
報
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全
員
協
議
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宮
下
議
員

 

本
町
に
お
い
て
移
動

手
段
を
持
た
な
い
方
に
と
っ
て
は

重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

減
額
の
原
因
が
分
か
れ
ば
対
策

が
と
れ
る
と
思
う
が
、
な
ぜ
減
額

に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

総
務
課
長

 

コ
ロ
ナ
禍
で
出
か
け

る
機
会
が
減
少
し
た
こ
と
が
大
き

な
原
因
と

考
え
る
。

　

デ
マ
ン

ド
交
通
に

限
ら
ず
タ

ク
シ
ー
業

務
も
同
じ

く
利
用
者

が
減
っ
て

い
る
。

 

小
黒
議
員

 

減
額
は
、
現
在
の
空

室
の
家
賃
分
と
な
る
の
か
。

建
設
課
長

 
当
初
予
算
を
組
む
時

に
は
、
そ
の
時
の
入
居
者
の
状
況

で
見
積
る
の
で
、
現
在
の
空
室
の

状
況
で
減
額
と
な
っ
た
。

　

町
営
住
宅
は
72
世
帯
分
あ
り
、

現
在
66
世
帯
が
使
用
し
て
い
る
。

 

小
黒
議
員

 

出
雲
崎
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
意
味
で
も
支
援
は

大
切
と
考
え
る
が
、
減
額
と
な
っ

た
理
由
は
何
か
伺
う
。

産
業
観
光
課
長

 

コ
シ
ヒ
カ
リ
と
ゆ

き
の
精
が
対
象
の
補
助
金
で
あ
り
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
仮
渡
金
が
９
月
補

正
の
時
点
よ
り
500
円
ア
ッ
プ
し
た

た
め
に
、
差
額
が
生
じ
減
額
と

な
っ
た
。

 

仙
海
議
員

 

定
期
予
防
接
種
は
努

力
義
務
で
あ
り
国
が
推
奨
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

接
種
を
希
望
し
な
い
方
が
増
え

て
い
て
の
減
額
で
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長

 

子
ど
も
の
対
象
者

に
は
接
種
し
て
も
ら
う
よ
う
に
案

内
を
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
は
見
込
み
よ
り
も
少
な
か
っ
た

の
で
減
額
と
な
っ
た
。

 

髙
桑
議
員

 

利
用
者
が
い
な
か
っ

た
の
で
減
額
と
な
っ
た
の
か
。

　

交
付
基
準
が
以
前
か
ら
変
わ
ら

ず
利
用
し
づ
ら
い
の
で
工
夫
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長

 

利
用
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
の
減
額
で
あ
る
。

 

加
藤
議
員

 

電
飾
が
天
領
の
里
側

か
ら
は
よ
く
見
え
る
が
、
街
並
み

側
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

　

予
算
が
余
り
減
額
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
街
並
み
側
に
も
飾
り
付
け

を
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

建
設
課
長

 

天
領
の
里
側
か
ら
見

え
る
よ
う
に
し
、
お
客
を
呼
び
込

む
目
的
と
考
え
た
。

　

街
並
み
側
に
電
飾
を
行
う
と
近

所
に
眩
し
い
と
考
え
て
配
慮
し
た
。

 

中
野
議
員

 

地
方
交
付
税
の
今
後

の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

総
務
課
長

 

地
方
交
付
税
の
算
定

基
準
は
細
か
く
決
ま
っ
て
い
る
が
、

国
の
施
策
等
で
変
化
が
あ
る
可
能

性
も
あ
る
。
現
在
は
デ
ジ
タ
ル
関

係
で
の
交
付
が
あ
る
。

町
デ
マ
ン
ド
交
通

�

運
行
費
補
助
金

▲211.7万円

町
営
住
宅
使
用
料

▲100.9万円

町
農
業
者
経
営

�

支
援
事
業
補
助
金

▲263.6万円

定
期
予
防
接
種
委
託
料

▲117.3万円

伝
統
芸
能
後
継
者

�

育
成
事
業
補
助
金
▲10万円

四
季
彩
小
路

�

電
飾
設
備
整
備
工
事
▲20.6万円

地
方
交
付
税
追
加

6,838.2万円

会を盛り上げる出雲崎おけさ

利用者増加が望まれるてまりん号

華やかな電飾（四季彩小路）

補
正
予
算
質
疑

　
　
主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

�

（
▲
は
減
額
）

３月８日
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は15ページ

１．“情報難民”解消
について

２．“町内費（字費）
“について

高橋速円 議員5

質問項目

詳細は16ページ

１．農業への新しい取
組と支援策につい
て

小黒博泰 議員6

質問項目

詳細は17ページ

１．介護職員の処遇改
善と人材確保、育
成について

髙桑佳子 議員7

質問項目

詳細は18ページ

１．5～11歳以下の新
型コロナワクチン接
種について

島 明日香 議員8

質問項目

詳細は11ページ

１．この町のその先の
財源確保について

宮下孝幸 議員1

質問項目

詳細は12ページ

１．町農業の取り組み
について

２．第6次出雲崎町総
合計画基本構想案
について

中野勝正 議員2

質問項目

詳細は13ページ

１．町道妻入りの街並
み線における消雪
パイプの敷設につ
いて

石川　豊 議員3

質問項目

詳細は14ページ

１．津波避難対策につ
いて

２．伝統文化の保存に
ついて

仙海直樹 議員4

※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

３月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は15ページ

１．“情報難民”解消
について

２．“町内費（字費）
“について

高橋速円 議員5

質問項目

詳細は16ページ

１．農業への新しい取
組と支援策につい
て

小黒博泰 議員6

質問項目

詳細は17ページ

１．介護職員の処遇改
善と人材確保、育
成について

髙桑佳子 議員7

質問項目

詳細は18ページ

１．5～11歳以下の新
型コロナワクチン接
種について

島 明日香 議員8

質問項目

詳細は11ページ

１．この町のその先の
財源確保について

宮下孝幸 議員1

質問項目

詳細は12ページ

１．町農業の取り組み
について

２．第6次出雲崎町総
合計画基本構想案
について

中野勝正 議員2

質問項目

詳細は13ページ

１．町道妻入りの街並
み線における消雪
パイプの敷設につ
いて

石川　豊 議員3

質問項目

詳細は14ページ

１．津波避難対策につ
いて

２．伝統文化の保存に
ついて

仙海直樹 議員4

※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

３月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

Q&A自主財源の確保を
どうするのか…!

歴史や自然・食文化などを活かし、
政治力を結集してやっていく…！

町長

宮下 孝幸 議員

宮
下
宮
下

 

少
子
高
齢
化
に
よ
る

社
会
保
障
費
の
増
大
や
、
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
で
、
国
家
財
政
も

逼
迫
す
る
中
、
当
町
も
交
付
金

依
存
度
の
高
い
自
治
体
。
そ
こ

で
、
町
税
収
に
よ
る
自
主
財
源

は
年
度
予
算
に
対
し
て
20
％
前

後
と
思
う
が
間
違
い
は
な
い
か
。

町
長

 
直
近
4
年
間
の
自
主

財
源
は
26・9
％
、
令
和
4
年

度
で
は
26
・
1
％
と
な
っ
て
い

る
。宮

下
宮
下

 

町
長
は
よ
く
、
財
政

は
「
入
る
を
量
っ
て
出
を
を
為

す
」
と
言
う
が
、
国
や
県
な
ど

の
交
付
金
や
補
助
金
依
存
度
の

高
い
当
町
に
と
り
、
国
家
財
政

も
大
変
厳
し
く
逼
迫
す
る
昨
今
、

今
後
交
付
金
や
補
助
金
な
ど
の

依
存
度
を
抑
え
た
自
治
運
営
を

行
う
事
が
必
須
で
あ
り
当
町
独

自
の
自
主
財
源
の
「
入
る
」
を

量
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
様
に
し
て
当
町
の

「
入
る
」
を
量
っ
て
い
く
の
か
。

こ
の
町
の
そ
の
先
の

�

財
源
確
保
に
つ
い
て

町
長

 

町
税
も
諸
般
の
事
情

か
ら
減
額
と
な
り
、
厳
し
い
状

況
も
あ
る
が
、
国
や
県
の
状
況

を
見
極
め
、
特
に
過
疎
債
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
。
更

に
将
来
負
担
比
率
0
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
県
内
で
は
刈
羽
村
と

当
町
だ
け
だ
。
仮
に
今
、
抱
え

て
い
る
借
金
を
全
て
返
し
て
も

お
釣
り
が
く
る
状
態
で
あ
り
、

財
政
は
極
め
て
安
定
し
て
い
る

か
ら
的
確
に
行
政
運
営
を
進
め

て
い
く
。

宮
下
宮
下

 

自
主
財
源
の
乏
し
い

小
さ
な
自
治
体
に
と
っ
て
の
、

自
主
財
源
確
保
は
喫
緊
の
課
題

だ
と
思
う
。
私
は
過
去
か
ら
一

貫
し
て
、
余
り
あ
る
観
光
資
源

を
最
大
限
活
用
し
た
人
集
う
町

「
観
光
立
町
」
を
提
言
し
て
き

た
。
で
は
、
今
後
の
観
光
人
口
、

交
流
人
口
の
推
移
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

 

観
光
も
転
換
期
で
あ

り
、
今
ま
で
の
形
式
は
過
去
の

も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
歴
史

や
自
然
、
食
文
化
に
光
を
当
て
、

社
会
動
態
を
見
極
め
出
雲
崎
な

り
の
観
光
立
町
を
目
指
す
。

宮
下
宮
下

 

当
時
た
だ
の
浜
辺
で

あ
っ
た
あ
の
地
に
、
多
く
の
浜

茶
屋
や
魚
屋
市
場
が
立
ち
並

び
、
一
大
観
光
地
と
な
っ
た
寺

泊
。
無
い
も
の
な
ら
創
っ
て
で

も
観
光
は
起
き
る
。
観
光
立
町

は
、
新
た
な
産
業
や
雇
用
を
生

み
、
必
然
的
な
経
済
循
環
を
も

起
こ
し
、
町
財
政
へ
の
貢
献
を

も
期
待
さ
れ
る
。
観
光
資
源
を

活
か
し
た
「
観
光
立
町
」
に
政

治
生
命
を
か
け
る
つ
も
り
は
あ

る
か
。

町
長

 

観
光
は
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
。
良
寛
や
金
銀

荷
揚
げ
、
芭
焦
な
ど
、
多
く
の

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ

だ
け
で
は
無
く
、
併
せ
て
町
の

様
々
な
食
文
化
を
活
か
し
た
観

光
を
発
信
し
て
、
出
雲
崎
に
来

て
頂
け
る
様
な
町
づ
く
り
に
真

剣
勝
負
を
か
け
、
政
治
力
を
結

集
し
て
や
っ
て
い
く
。

宮
下
宮
下

 

私
は
、
平
成
12
年
の

一
般
質
問
で
も
、
こ
の
観
光
発

信
の
提
言
を
し
て
い
る
が
、
余

り
あ
る
観
光
資
源
、
こ
れ
か
ら

の
町
づ
く
り
に
は
個
性
が
必
要
。

こ
の
町
の
持
つ
特
性
を
最
大
限

に
活
か
し
、
他
の
追
随
を
許
さ

な
い
、
他
が
う
ら
や
む
、
こ
の

町
に
し
か
な
い
、
町
づ
く
り
と

な
る
事
を
切
に
願
っ
て
い
る
。豊富な観光資源活かし、この町未来を救え！

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

表

彰

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

全
員
協
議
会
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Q&A町が本部隊で
農業生産法人を！！

県・JA・専門的立場の関わる
いろいろな組織の人達から
参画をいただく

町長

中野 勝正 議員

り
そ
う
い
う
も
の
を
確
か
め
な

が
ら
答
申
を
さ
れ
た
と
い
う
ふ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
。

中
野
中
野

 

第
６
次
出
雲
崎
町
総

合
計
画
の
評
価
を
１
年
度
ご
と

に
評
価
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
希
望
す
る
。

中
野
中
野

 

農
業
の
取
り
組
み
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
討
会

で
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
野
中
野

 

産
業
観
光
課
よ
り
、

農
業
生
産
法
人
の
検
討
会
を
立

ち
上
げ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

内
容
は
集
落
の
現
状
と
問
題
点

を
把
握
し
、
安
定
し
た
農
業
経

営
を
目
指
す
に
は
、
法
人
化
の

目
的
や
意
義
を
明
確
に
し
て
集

落
関
係
の
農
家
や
関
係
機
関
、

専
門
家
で
構
成
す
る
検
討
会
を

立
ち
上
げ
る
と
の
説
明
が
あ
り

こ
れ
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

出
雲
崎
町
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

町
長

 

関
わ
る
人
、
あ
る
い

は
立
地
条
件
と
か
経
営
面
積
と

か
非
常
に
出
雲
崎
町
の
農
業
形

態
は
多
様
な
状
況
の
中
、
ど
う

い
う
組
織
が
い
い
の
か
、
し
っ

か
り
と
所
見
を
伺
え
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
野
中
野

 

私
の
集
落
で
任
意
組

織
を
立
ち
上
げ
る
に
お
い
て
役

場
関
係
、
農
協
関
係
、
集
落
の

個
人
の
所
に
い
っ
た
り
大
変
な

労
が
あ
っ
た
。

町
・
農
業
の
取
り
組
み

任
意
組
織
に
つ
い
て

　

私
は
町
が
ト
ッ
プ
に
な
り
、

一
括
で
管
理
出
来
る
よ
う
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
に

は
、
農
業
委
員
、
農
業
推
進
委

員
、
産
業
観
光
課
の
農
業
担
当
、

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
組

織
は
整
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
、

農
業
生
産
法
人
を
作
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。

町
が
農
業
公
社

町
長

 

究
極
に
お
い
て
は
、

町
が
農
業
公
社
を
立
ち
上
げ
て

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
組
織
を
作
る
そ
う
い
う
時
期

も
参
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ

の
前
の
段
階
で
や
は
り
生
産
者

が
本
気
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
弾
力
的
に
対
応
す

る
。
私
は
や
は
り
、
今
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
方
が
い
る
の
で

今
申
し
上
げ
る
半
農
半
ⅹ
と
い

中
野
中
野

 

全
員
協
議
会
に
お
い

て
第
６
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

基
本
構
想
の
案
が
示
さ
れ
た
、

そ
の
中
で
第
５
次
出
雲
崎
町
総

合
計
画
基
本
構
想
が
審
議
会
で

検
証
さ
れ
た
か
と
質
問
し
た
と

こ
ろ
し
て
い
な
い
と
の
答
弁
。

　

私
は
、
検
証
さ
れ
て
か
ら
第

６
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画
基
本

構
想
に
入
る
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

町
長

 

課
長
答
弁
は
と
も
あ

れ
第
６
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

を
立
案
す
る
に
あ
た
っ
て
、
委

員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
５
回

に
わ
た
っ
て
審
議
し
て
い
る
。

　

そ
の
人
達
は
ほ
と
ん
ど
構
成

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

審
議
委
員
の
皆
様
は
し
っ
か

う
の
を
国
が
進
め
て
い
る
中
で

多
様
な
取
り
組
み
を
し
な
が
ら
、

進
め
て
い
る
の
で
、
今
、
一
気

に
農
業
公
社
ま
で
飛
躍
す
る
と

い
う
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
。

町総合計画審議会会議

所得アップの検討会

第
６
次
出
雲
崎
町
総
合
計
画

�

基
本
構
想
案
に
つ
い
て

審
議
委
員
の
皆
様
が

�

確
か
め
な
が
ら
答
申
さ
れ
た

町
長

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

表

彰

議
会
サ
ロ
ン

政
務
活
動
費
報
告

全
員
協
議
会
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Q&A町道妻入りの街並み線に
消雪パイプの敷設を

現段階では
検討する余地はない

町長

石川 　豊 議員

石
川
石
川

 

近
年
の
大
雪
に
よ
る

除
雪
に
お
い
て
、
町
道
妻
入
り

の
街
並
み
線
は
、
狭
い
幅
員
で

且
つ
雪
の
捨
て
場
も
ほ
と
ん
ど

な
い
状
態
で
あ
り
、
高
齢
化
率

の
高
い
海
岸
地
域
で
は
、
除
雪

さ
れ
た
雪
の
後
始
末
を
す
る
こ

と
さ
え
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
定
の
積
雪
に
な
る

と
結
局
の
と
こ
ろ
、
排
雪
作
業

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

排
雪
作
業
が
終
了
し
な
い
う
ち

に
緊
急
車
両
を
必
要
と
す
る
事

態
が
生
じ
た
場
合
、
速
や
か
に

対
応
で
き
な
い
こ
と
も
出
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。
大
変
危
惧

し
て
い
る
。

　

更
に
、
敷
設
に
よ
る
効
果
と

し
て
、
町
道
妻
入
り
の
街
並
み

線
の
機
械
除
雪
は
、
時
間
的
に

か
な
り
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
わ

け
で
、
そ
の
分
、
児
童
生
徒
の

通
学
路
や
西
越
地
域
の
主
要
な

町
道
に
、
除
雪
資
源
を
集
中
的

に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
効

消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
に
つ
い
て

�

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か

率
的
・
効
果
的
と
考
え
る
。
何

故
な
ら
、
除
雪
作
業
は
時
間
と

の
闘
い
で
も
あ
る
。

　

敷
設
に
つ
い
て
、
検
討
す
る

考
え
は
あ
る
か
、
ま
た
過
去
に

お
い
て
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る

か
伺
う
。

諸
般
の
課
題
を
考
慮
し

�

検
討
す
る
余
地
は
な
い

町
長

 

今
出
雲
崎
町
は
取
水

口
を
持
っ
て
い
る
が
、
妻
入
り

の
街
並
み
線
3.5
㎞
消
雪
す
る
に

は
１
分
間
に
１
ト
ン
の
井
戸
を

必
要
と
し
、
７
本
の
井
戸
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
も
海
側
の
15
㎝
程
度
の
側
溝

で
排
水
処
理
能
力
の
問
題
や
、

玄
関
が
道
路
よ
り
下
が
っ
て
い

る
家
屋
も
あ
り
、
そ
こ
に
対
す

る
影
響
も
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
海
岸
地
区
の
井
戸
は

塩
分
を
含
ん
で
お
り
、
掘
削
し

た
は
い
い
が
、
石
油
や
ガ
ス
が

出
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
等
々
を

含
め
る
と
約
2
億
５
０
０
０
万

円
か
ら
３
億
円
の
投
資
を
し
て

ま
で
も
、
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

敷
設
は
検
討
の
余
地
は
今
の
と

こ
ろ
は
な
い
。

　

海
岸
地
区
の
生
活
に
支
障
な

い
よ
う
、
除
雪
に
つ
い
て
は
万

全
を
期
し
て
行
う
。

石
川
石
川

 

積
雪
は
季
節
的
要
因

で
あ
る
が
、
除
雪
し
て
も
ら
い

た
い
と
き
に
除
雪
車
が
な
か
な

か
来
な
け
れ
ば
、
住
民
生
活
に

速
や
か
な
排
雪
作
業
を
要
望

支
障
き
た
す
わ
け
で
、
安
心
安

全
を
担
保
す
る
た
め
、
敷
設
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
再
度

質
し
た
が
、
検
討
の
余
地
は
な

い
と
の
答
弁
。

　

検
討
の
考
え
は
な
い
と
言
う

の
で
あ
れ
ば
当
分
の
間
、
機
械

除
雪
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

る
が
、
海
岸
地
域
住
民
の
声
を

代
表
し
て
積
雪
が
基
準
以
上
・

充
分
に
達
し
た
と
き
は
、
可
及

的
速
や
か
に
排
雪
作
業
を
行
う

こ
と
を
強
く
要
望
し
、
質
問
を

終
了
し
た
。

町道妻入りの街並み線
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Q&A万が一の津波に備えて
住民の命と暮らしを守る
絶対的な責任がある

町長

仙海 直樹 議員

よ
い
。
お
け
さ
や
太
鼓
・
三
味

線
等
の
伝
統
文
化
と
繋
が
る
こ

と
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長

 

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は

な
く
伝
統
芸
能
に
つ
い
て
も
、

外
部
か
ら
の
指
導
者
に
よ
っ
て
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
、
活
動

し
て
も
ら
う
様
な
方
法
を
、
国

の
制
度
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

仙
海
仙
海

 

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
伝

統
芸
能
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

 

私
は
、
そ
の
よ
う
な

も
の
が
何
と
か
で
き
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
度
、
し
っ
か
り
と
復

活
さ
せ
な
が
ら
、
発
表
す
る
機

会
も
併
せ
て
つ
く
り
な
が
ら
、

ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。 大

々
的
に
イ
ベ
ン
ト
を

仙
海
仙
海

 

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
と
、
海
岸
地
区
の
津

波
到
達
時
刻
は
５
分
～
10
分
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る

と
、
ど
の
よ
う
な
避
難
の
仕
方

が
最
適
と
考
え
る
か
伺
う
。

町
長

 

住
民
各
位
か
ら
避
難

所
を
確
認
し
、
身
近
な
高
台
に

退
避
し
て
も
ら
う
。

　

避
難
訓
練
を
し
て
い
る
の
で

津
波
到
来
の
と
き
に
は
、
ど
う

対
応
す
べ
き
か
前
も
っ
て
確
認

を
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

最
適
の
避
難
方
法
は

雨
風
を
し
の
げ
る
場
所
を

風
を
し
の
げ
る
場
所
が
な
い
が
、

今
の
と
こ
ろ
、
整
備
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

仙
海
仙
海

 

一
日
限
り
の
津
波
避

難
訓
練
だ
と
参
加
で
き
な
い
方

も
い
る
。

　

津
波
避
難
訓
練
期
間
を
設
け

て
各
家
庭
等
で
高
台
の
避
難
場

所
に
一
度
は
行
っ
て
い
た
だ

き
、
課
題
を
収
集
し
て
は
ど
う

か
。町

長

 

避
難
訓
練
に
参
加
で

き
な
く
と
も
、
自
分
の
足
や
目

で
確
認
を
し
て
、『
津
波
が
来

た
ら
こ
こ
へ
逃
げ
る
』
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
、
実
際
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
も
、
私
は
必
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

避
難
訓
練
の
期
間
を

�

設
け
み
て
は

仙
海
仙
海

 

本
町
に
は
、
お
け
さ

や
太
鼓
等
の
伝
統
文
化
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
後
継
者
不
足
に

よ
り
保
存
や
継
承
に
不
安
を
感

じ
る
。
町
長
は
こ
の
現
状
を
ど

う
考
え
る
か
。

町
長

 

私
も
同
感
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
さ
れ
た
段
階

に
お
い
て
、
出
雲
崎
古
来
の
伝

統
あ
る
風
物
的
な
、
も
の
を

し
っ
か
り
と
継
承
で
き
る
よ
う

な
、
体
制
づ
く
り
を
し
て
ま
い

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

仙
海
仙
海

 

中
学
校
で
は
、
部
活

動
が
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的

に
地
域
に
移
行
さ
れ
る
。

　

土
日
の
活
動
に
つ
い
て
も
、

普
段
と
違
う
活
動
を
行
っ
て
も

現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る

地
域
部
活
動
と
の
連
携
は

雨風をしのげない高台の避難場所  鳴滝町裏山

伝
統
文
化
の
保
存
に
力
を

継
承
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
く

町
長

仙
海
仙
海

 

鳴
滝
町
や

勝
見
等
の
高
台
の
避

難
場
所
に
は
雨
風
を

し
の
げ
る
場
所
が
無

い
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
災
害
に
備

え
て
整
備
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

 

29
ヶ
所
あ

る
高
台
の
避
難
場
所

の
内
、
８
ヶ
所
は
雨
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情報難民（町の施策が町民に届いていない）
� の解消を急げ

本年度スマホ教室は適切に開催する町長

Q&A空き家の町内費（字
あざ

費
ひ

）について
もっと町民に寄添えないのか？

理解はするが
個人情報保護法がある

町長

高橋 速円 議員

高
橋
高
橋

 

各
町
内
（
集
落
）
の

空
き
家
の
な
か
で
町
内
費
（
字

費
）
を
払
っ
て
い
た
だ
け
な
い

お
宅
が
あ
る
。
個
人
情
報
保
護

法
か
ら
区
長
が
情
報
を
役
場
に

求
め
て
も
一
切
却
下
さ
れ
て
い

る
。
町
内
と
良
好
な
関
係
が
で

き
て
い
る
空
き
家
の
お
宅
が
あ

る
一
方
、
上
手
く
で
き
て
い
な

い
お
宅
が
あ
る
。
町
内
費
は
各

集
落
で
は
大
事
な
財
源
だ
。
区

長
は
町
内
を
統
括
す
る
一
方
、

町
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
各
種

寄
付
金
は
も
と
よ
り
街
灯
の
電

気
代
金
な
ど
町
内
の
安
全
、
環

境
保
全
の
た
め
重
い
職
務
を

担
っ
て
い
る
。
区
長
の
苦
闘
に

対
し
善
処
す
る
意
思
は
な
い
か
。

情
報
提
供
は
は
ば
か
る

町
長

 

個
人
情
報
に
お
い
て

は
行
政
が
知
り
得
た
個
人
情
報

現
場
の
区
長
は

�

苦
闘
し
て
い
る

を
漏
洩
し
、
不
当
な
目
的
に
利

用
し
て
は
な
ら
な
い
一
項
が
あ

る
。
平
常
時
は
情
報
提
供
は
は

ば
か
る
。

高
橋
高
橋

 

区
長
は
役
場
組
織
の

最
前
線
の
大
事
な
役
職
だ
。
町

は
「
世
帯
全
員
転
出
時
の
聞
き

取
り
調
書
」
を
転
出
時
に
空
き

家
所
有
者
か
ら
頂
い
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
を
も
っ
と
町
民
の
側

に
立
っ
て
そ
の
町
内
へ
の
協
力

や
親
睦
を
深
め
る
お
願
い
が
で

き
な
い
か
。

法
が
あ
る
が
、

　
　
　

検
討
し
て
み
る

町
長

 

行
政
区
長
の
責
任
に

は
理
解
す
る
が
、
法
が
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
検
討
す
る
。

も
っ
と
町
民
に

�

寄
添
え
な
い
か

高
橋
高
橋

 

議
会
サ
ロ
ン
で
感
じ

る
こ
と
の
一
つ
に
行
政
情
報
が

町
の
施
策
が

�

町
民
に
届
い
て
い
な
い

町
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
際
ス
マ
ホ
を

使
っ
て
も
っ
と
広
め
る
必
要
が

あ
る
。
恩
典
を
つ
け
て
は
い
か

が
か
。

恩
典
は
不
公
平

町
長

 

既
に
使
っ
て
い
る

方
々
と
不
公
平
に
な
る
。

高
橋
高
橋

 

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
計
画
策
定
は
い
か
が
か
。

早
ま
っ
て
は
駄
目
だ

町
長

 

国
の
方
針
が
定
ま
っ

て
か
ら
で
よ
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
策
定
は

�

い
か
が
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
る
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Q&A農業への新しい取り組みと
� 支援策

ＪＡとのつながりを
構築していく必要がある

町長

小黒 博泰 議員

小
黒
小
黒

 

新
年
度
新
規
事
業
と

し
て
、
中
山
間
地
域
に
適
用
し

た
農
業
法
人
設
立
に
向
け
て
の

検
討
会
組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
、

２
月
の
全
員
協
議
会
で
も
一
部

の
説
明
を
受
け
た
が
、
詳
し
く

説
明
を
伺
い
た
い
。

　

法
人
に
は
、
会
社
法
人
と
農

事
組
合
法
人
の
２
つ
考
え
ら
れ

る
が
、
町
は
ど
ち
ら
を
考
え
て

い
る
の
か
。

あ
ら
ゆ
る
角
度
で

�

検
討
を
願
い
た
い

町
長

 

組
織
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
ん
な
方
式
が
あ
る
。
農
事

組
合
法
人
、
会
社
法
人
の
内
容

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
わ
け
な
の

で
、
し
っ
か
り
と
各
農
家
の
代

表
の
皆
さ
ん
な
り
、
専
門
的
な

立
場
の
人
な
ど
、
い
ろ
ん
な
人

か
ら
中
へ
入
っ
て
い
た
だ
き
、

十
分
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
簡
単
に
結
論
は
出

な
い
と
思
う
が
、
じ
っ
く
り
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
は
、
良

い
点
も
悪
い
点
も
あ
る
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
願

会
社
法
人
と

　
農
事
組
合
法
人
の

�

ど
ち
ら
を
考
え
て
い
る
か

い
た
い
。

小
黒
小
黒

 

町
で
法
人
組
織
を
設

立
す
る
の
が
ベ
ス
ト
と
考
え
る
。

　

今
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、
収
入
、
経
営
方
法
等

を
個
人
で
管
理
し
自
由
に
使
用

で
き
る
が
、
法
人
組
織
に
な
れ

ば
そ
れ
は
難
し
い
。
農
業
従
事

者
で
検
討
し
て
も
、
結
論
は
で

な
い
と
考
え
る
。
町
の
方
向
性

の
よ
う
な
素
案
が
必
要
と
考
え

る
が
。

白
紙
の
状
態
で
検
討
い
た
だ
く

町
長

 

現
在
の
集
落
営
農
の

状
況
か
ら
考
え
る
と
、
将
来
的

町
の
素
案
が
あ
っ
て
も

�

良
い
の
で
は

に
行
き
詰
る
段
階
で
あ
る
。
耕

作
者
の
皆
さ
ん
の
考
え
、
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
組
織
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
点
に

立
ち
返
っ
て
、
本
当
に
白
紙
の

状
態
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

小
黒
小
黒

 

広
報
の
新
年
の
挨
拶

に
、
農
家
経
営
支
援
と
し
て
10

ア
ー
ル
当
た
り
４
千
円
支
給
と

あ
る
。
し
か
し
、
新
年
度
予
算

に
は
該
当
す
る
事
業
が
見
当
た

ら
な
い
。
事
業
の
中
身
と
支
給

は
全
農
家
が
対
象
な
の
か
。

Ｊ
Ａ
出
荷
米
１
俵
に

�

５
０
０
円
を
支
給

町
長

 

こ
の
制
度
を
立
ち
上

げ
る
支
援
策
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
な
表
現
を
し
て
き
た
が
、

施
政
方
針
で
述
べ
た
こ
と
が
基

本
で
あ
り
、
米
の
需
要
減
少
に

伴
う
米
価
下
落
等
に
対
す
る
農

業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
主
食

用
米
の
Ｊ
Ａ
の
出
荷
数
量
に
応

じ
て
補
助
金
の
支
給
を
し
た
い
。

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
４
千
円
と

は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
反
８
俵
を

基
準
に
、
１
俵
５
０
０
円
で

４
千
円
と
表
現
し
た
。

　

施
政
方
針
で
述
べ
た
よ
う
に
、

農
家
経
営
支
援
の

�

反
４
千
円
支
給
の
中
身
は

Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
た
米
に
対
し
て

１
俵
５
０
０
円
を
支
給
し
た
い

こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

小
黒
小
黒

 

農
家
の
皆
さ
ん
全
員

が
、
全
量
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

町
の
農
地
を
守
り
、
特
産
品

と
し
て
販
売
し
、
農
業
経
営
や

生
活
の
た
め
に
収
益
確
保
に
努

力
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
出
荷
米
以

外
に
も
支
援
は
で
き
な
い
か
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
は

�

し
っ
か
り
と

町
長

 

出
雲
崎
町
農
業
形
態

に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
の
つ
な

が
り
は
し
っ
か
り
と
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

Ｊ
Ａ
対
公
共
自
治
体
あ
る
い

は
組
合
員
と
の
関
わ
り
を
持
つ

と
き
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は

Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
た
米
に
限
定
さ

せ
て
い
た
だ
く
考
え
方
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
出
荷
以
外
の
支
援
は

�

で
き
な
い
か

当
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目
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予
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Q&A介護人材の確保と育成、
� 処遇改善を

特定の支援は考えていない町長

髙桑 佳子 議員

能
性
が
あ
り
、
事
業
者
か
ら
も

努
力
し
て
い
た
だ
き
、
協
調
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

髙
桑
髙
桑

 

介
護
職
員
の
人
で
不

足
を
補
う
た
め
、
技
能
実
習
生

を
受
け
入
れ
る
準
備
が
進
ん
で

い
る
が
、
町
と
し
て
町
営
住
宅

を
提
供
で
き
な
い
か
。

他
の
法
人
と
平
等
に

町
長

 

町
と
し
て
は
、
空
き

家
物
件
の
情
報
提
供
を
考
え
て

お
り
、
町
営
住
宅
の
提
供
は
し

な
い
。
他
の
企
業
で
も
外
国
人

材
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
取
っ

て
お
り
、
平
等
に
取
り
扱
っ
て

い
く
。

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
は

髙
桑
髙
桑

 

少
子
高
齢
化
が
進
む

な
か
、
介
護
の
現
場
で
は
人
手

不
足
が
続
い
て
お
り
、
国
・
県
・

町
と
も
に
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
に
な
っ

て
い
る
。
団
塊
の
世
代
全
員
が

75
歳
以
上
と
な
る
超
高
齢
化
社

会
、
い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問

題
が
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
地

域
の
実
情
に
即
し
た
出
雲
崎
町

な
り
の
改
善
策
が
必
要
と
考
え

る
。

　
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
に
つ
い

て
は
移
転
新
築
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
予
定
か
。

町
長

 

本
町
の
高
齢
者
福
祉

の
拠
点
と
さ
れ
て
き
た
が
、
令

和
４
年
に
は
40
周
年
を
迎
え
る
。

老
朽
化
が
顕
著
と
な
っ
た
た
め
、

法
人
と
し
て
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
紙
ふ
う
せ
ん
の
隣

接
地
に
令
和
７
年
度
に
着
工
、

８
年
度
竣
工
を
目
指
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

髙
桑
髙
桑

 

他
の
業
種
と
比
較
し

て
介
護
職
員
の
給
与
は
低
い
と

言
わ
れ
て
い
る
。
処
遇
改
善
や

当
町
独
自
の
処
遇
改
善
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
律
の
支

給
も
あ
り
、
対
策
は
取
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
実
際
に
は
対

象
と
な
ら
な
い
職
種
も
あ
り
、

法
人
と
し
て
は
、
そ
の
調
整
や

公
平
な
支
給
に
配
慮
す
る
等
で

現
場
の
介
護
職
員
の
実
感
は
薄

い
。

　

新
規
就
職
者
に
つ
い
て
は
、

町
独
自
の
確
保
支
援
と
し
て
最

高
30
万
円
の
支
援
金
が
あ
り
、

一
定
の
効
果
が
あ
る
が
、
全
額

返
金
し
て
で
も
辞
め
ら
れ
た
方

も
お
り
、
中
堅
職
員
に
は
届
か

な
い
支
援
で
も
あ
る
。

　

介
護
職
員
の
求
人
は
近
隣
地

域
で
も
競
争
で
、
独
自
の
処
遇

加
算
を
行
な
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
出
雲
崎
町
が
就
職
先

と
し
て
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、

当
町
独
自
の
処
遇
改
善
加
算
を

打
ち
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
や
県
の
動
向
を

�
把
握
し
な
が
ら

町
長

 

町
独
自
の
確
保
支
援

金
は
、
3
年
度
末
ま
で
の
時
限

措
置
だ
っ
た
が
5
年
間
延
長
す

る
こ
と
と
し
た
。
国
は
収
入
の

3
％
を
引
き
上
げ
、
県
も
処
遇

改
善
を
図
る
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
そ
の
施
策
の
動
向
等
把
握

し
な
が
ら
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
に
必
要
な
支
援
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

髙
桑
髙
桑

 

当
町
の
高
齢
者
福
祉

の
受
け
皿
と
し
て
、
ど
れ
ほ
ど

多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
か

を
考
え
た
時
、
介
護
職
員
さ
ん

た
ち
の
頑
張
り
を
認
め
、
町
が

期
待
し
て
処
遇
改
善
加
算
で
応

え
る
こ
と
が
一
番
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
従
来
の
若
者
支
援
制
度

等
を
加
え
て
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

長
岡
市
の
Ｈ
Ｐ
は
高
齢
者
・

介
護
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
目
立
つ

場
所
に
「
介
護
の
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方
は
こ
ち
ら
を
ク
リ
ッ

ク
」
と
あ
り
、
利
用
で
き
る
制

度
や
お
金
の
事
等
を
詳
し
く
説

明
し
て
い
る
。
町
の
Ｈ
Ｐ
で
も
、

介
護
職
員
確
保
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

事
業
者
と
協
調
し
て

町
長

 

町
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
求
人

情
報
へ
の
リ
ン
ク
、
広
報
の
広

告
欄
掲
載
や
各
公
共
施
設
に
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
す
る
等
の
可

Ｐ
Ｒ
に
協
力
を

現在のやすらぎの里
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Q&A小児の新型コロナワクチン接種
安心して迷える状況を
正しい情報の周知に努め、
　　　接種を勧める

町長

島  明日香 議員

も
十
分
周
知
撤
退
を
図
っ
て
い

く
。校

長
会
議
に
て

�

教
材
の
情
報
提
供

曽
根
教
育
長 

進
ん
で
教
材
を

活
用
す
る
こ
と
で
誤
解
を
招
か

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
児
童
生
徒
か
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
声
が
上
が
っ
た

時
に
は
、
一
緒
に
勉
強
を
す
る
。

学
校
で
も
家
庭
で
も
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
慎
重
に
対
応
す

る
。島島

 

経
済
的
な
子
育
て
支

援
も
有
難
い
が
、
不
安
要
素
を

一
つ
で
も
取
除
き
、
子
ど
も
た

ち
や
親
御
さ
ん
が
精
神
的
に
も

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

島島

 

偏
っ
た
情
報
や
不
確

か
な
情
報
が
飛
び
交
う
な
か
、

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
の
判
断
が
親
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
将
来
を
考

え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
判
断
に
迷
っ
て

い
る
親
御
さ
ん
の
た
め
に
も
、

安
心
し
て
迷
え
る
状
況
を
町
長

が
率
先
し
て
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら

�

接
種
を
受
け
て
ほ
し
い

町
長

 

本
町
と
し
て
は
、
国

の
方
針
に
基
づ
き
速
や
か
に
接

種
を
開
始
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。
県
内
で
も
小
児

の
感
染
割
合
が
高
い
た
め
、
正

し
い
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
多
く
の
方
か
ら
接

種
を
受
け
て
ほ
し
い
。

接
種
に
対
す
る

�

町
長
の
意
思
は

島島

 

調
査
票
の
提
出
期
限

が
短
か
っ
た
理
由
と
、
意
向
調

査
時
点
で
判
断
材
料
と
し
た
い

提
示
物
が
無
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
。

　

努
力
義
務
の
規
定
が
適
用
さ

れ
な
い
理
由
は
、「
今
あ
る
デ
ー

タ
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
出
現
以
前

の
知
見
で
あ
り
、
発
症
予
防
効

果
や
重
症
化
予
防
効
果
に
関
す

る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
十
分
で
な

い
」
と
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ど
の
資

料
を
見
て
も
接
種
を
勧
め
る
も

の
が
多
い
な
か
で
、
知
り
得
た

い
正
確
な
デ
ー
タ
に
辿
り
着
く

に
は
、
い
く
つ
か
の
リ
ン
ク
を

開
く
必
要
が
あ
る
。
接
種
し
た

場
合
と
し
な
い
場
合
を
比
較
せ

ず
、
接
種
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
正
確
な
情

報
と
共
に
提
示
す
る
こ
と
が
、

公
平
な
情
報
開
示
で
は
な
い
か
。

接
種
の
速
さ
や
接
種
率
を
他
の

自
治
体
と
競
う
も
の
で
は
決
し

て
な
い
の
で
、
町
か
ら
の
同
調

圧
力
が
な
い
よ
う
慎
重
な
発
言

に
心
が
け
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
や
若
者
の

命
と
健
康
を
左
右
す
る

�

大
切
な
判
断

追
加
で
資
料
を
配
布
・
開
示

ご
家
族
で
話
合
っ
て
ほ
し
い

町
長

 

小
児
科
医
が
い
な
い

本
町
と
し
て
は
、
早
急
に
長
岡

市
等
と
の
調
整
が
必
要
だ
っ
た

た
め
、
提
出
期
限
が
短
く
な
っ

た
。

　

調
査
結
果
は
、
接
種
希
望
者

が
64
名
、
希
望
し
な
い
方
が
43

名
、
検
討
中
が
61
名
、
未
提
出

が
９
名
で
あ
っ
た
。

　

追
加
の
資
料
や
情
報
も
含
め
、

ご
家
族
で
よ
く
話
合
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
結
果
、
意
向
が
変
る

場
合
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
。島島

 

感
染
症
患
者
や
そ
の

ご
家
族
等
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
有
無
に
よ
る
誹
謗

中
傷
、
人
権
侵
害
、
い
じ
め
に

つ
な
が
る
行
為
の
禁
止
に
つ
い

て
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
広

報
等
で
重
要
事
項
の
一
つ
と
し

て
明
示
し
て
ほ
し
い
。

過
度
の
啓
発
は
必
要
な
い

町
長

 

防
災
無
線
や
全
戸
に

文
書
も
配
布
し
て
き
た
。
今
後

接
種
の
有
無
に
よ
る
差
別
禁
止
も

�

重
要
事
項
と
し
て
明
示
を

第1回 ５～11歳以下
新型コロナワクチン接種会場の様子

第1回 ５～11歳以下
新型コロナワクチン接種の様子
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議会サロン今後の予定
議会のことや町への要望
など、ぜひ、この機会に
お聞かせください。
顔を見に来ていただける
だけでも嬉しいです。

初心を忘れず
　このたび15年表彰をいただきました。
　これまで支えてくださった皆様にこころから
感謝いたします。
　これからも初心である“町民の皆さまと同じ
目線で、見て、聞いて、発言行動します”を忘
れず、出雲崎町の発展のために全力で尽くした
いと思います。
　皆様のご指導をよろしくお願いいたします。

高 橋 速 円

表   彰

開催日 時間 場　　所 担当議員

４月23日（土）

午前10時
～正午

ホッと情報館
陽だまり 三 輪 　 正 中野 勝正

５月28日（土） 妻入り会館 宮下 孝幸 加藤 修三

６月25日（土） ホッと情報館
陽だまり 仙海 直樹 高橋 速円

７月23日（土） 妻入り会館 髙桑 佳子 小黒 博泰

８月27日（土） ホッと情報館
陽だまり 島 明日香 石 川　 豊

※�多世代交流館きらりや新津
邸等での開催は決定次第ご
案内いたします。

（単位：円）令 和 ３ 年 度   政 務 活 動 費 報 告

月額5,000円×令和３年度活動月数（12カ月）で交付
※新任議員3名は、月額5,000円×9カ月（令和３年７月～令和４年３月）で交付

議 員 氏 名 交 付 額
支　出　内　訳

合　計 返 納 金
調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 事務費

三 輪 　 正 60,000 2,620 0 0 53,172 11,880 67,672 0
加 藤 修 三 60,000 2,620 0 0 6,912 64,454 73,986 0
仙 海 直 樹 60,000 0 0 0 20,052 45,612 65,664 0
高 橋 速 円 60,000 4,540 0 0 48,000 12,880 65,420 0
中 野 勝 正 60,000 4,986 0 0 18,372 46,971 70,329 0
髙 桑 佳 子 60,000 0 28,500 0 21,132 13,163 62,795 0
宮 下 孝 幸 45,000 0 0 0 57,323 11,487 68,810 0
石 川 　 豊 45,000 2,620 37,750 0 9,728 10,910 61,008 0
小 黒 博 泰 60,000 5,426 0 0 21,012 37,530 63,968 0
島　明日香 45,000 3,066 500 3,060 3,080 36,390 46,096 0
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小
学
生
児
童
の

�

通
学
路
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

川
西
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ

ス
か
ら
通
学
す
る
児
童
の
通
学
路
の

除
雪
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 　
　
　

 　

 

河
川
堤
防
は
除
雪
路
線

に
は
な
ら
ず
、
管
理
者
の
県
が
除
雪

す
る
こ
と
も
難
し
い
。
地
元
の
方
で

除
雪
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い
れ
ば

最
良
で
あ
る
が
、
通
学
時
間
帯
に
合

わ
せ
て
行
う
こ
と
も
難
し
い
。
当
面

は
歩
道
除
雪
車
で
対
応
す
る
。

 　
　
　

 　

 

私
の
町
内
で
は
十
数

年
ぶ
り
に
児
童
が
入
学
す
る
が
、
自

宅
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所
が
離
れ

て
い
る
こ
と
に
対
す
る
対
応
は
ど
う

か
。

 　
　
　

 　

 

尼
瀬
地
内
に
新
た
な
ス

ク
ー
ル
バ
ス
停
留
所
を
設
け
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

町
内
の
薬
局
や
医
院
で
入
手
で
き
る

対
応
は
と
れ
な
い
か
。

 　
　
　

 
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
当
町
で
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
薬
局
に

も
検
査
体
制
を
整
え
ら
れ
る
か
県
に

確
認
を
す
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

�

の
支
給
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

住
民
税
非
課
税
世
帯

が
525
世
帯
、
家
計
急
変
世
帯
が
10
世

帯
を
想
定
し
て
い
る
。
課
税
の
情
報

を
基
に
抽
出
し
た
対
象
世
帯
に
対
し

確
認
書
を
送
付
し
、
返
送
い
た
だ
い

た
方
か
ら
指
定
の
銀
行
口
座
へ
振
込

む
。
家
計
急
変
世
帯
に
つ
い
て
は
、

町
で
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

あ
る
程
度
期
間
を
設
け
随
時
お
知
ら

せ
を
し
、
本
人
申
請
に
基
づ
い
て
支

給
を
す
る
。
財
源
は
全
額
国
費
で
、

令
和
４
年
度
に
事
業
を
繰
り
越
し
て

実
施
す
る
。

 　
　
　

  

家
計
急
変
世
帯
10
世
帯

の
数
の
根
拠
と
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
か
ら
の
申
請
有
無
を
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
る
か
。

 　
　
　

 　

 

例
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
で
一

月
分
の
給
料
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
よ
う

な
方
に
つ
い
て
は
、
町
で
把
握
が
難

し
い
の
で
情
報
発
信
に
努
め
る
。
確

認
書
を
送
付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、

申
請
の
有
無
は
確
認
で
き
る
が
、
扶

養
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
は
確
認
が

で
き
な
い
の
で
、
確
認
書
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
て
返
送
い
た
だ
き
た
い
。

幸
せ
を
運
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
祝
金

�

事
業
に
つ
い
て

 　
　
　
　

 　
 　

令
和
２
年
度
か

ら
５
年
間
を
事
業
期
間
と
し
、
出
産

準
備
金
は
30
万
円
、
出
産
祝
金
は

20
万
円
を
支
給
す
る
。
現
段
階
で
は
、

５
年
以
内
の
転
出
に
つ
い
て
祝
金
の

全
部
ま
た
は
一
部
変
換
を
求
め
る
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
団
地
関
係
の
営

業
や
イ
ベ
ン
ト
、
多
世
代
交
流
館
で

実
施
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
公
表
し
、

広
く
町
外
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

 　
　
　
　

  

令
和
２
年
・
３
年
度

の
支
給
人
数
は
何
人
か
。

 　
　
　
　

 　

 　

 

現
段
階
で
把
握

し
て
い
る
人
数
は
、
令
和
２
年
度
が

９
名
、
３
年
度
は
７
名
が
出
産
予
定
、

０
歳
児
で
２
名
が
転
入
見
込
み
、
計

18
名
を
予
定
し
て
い
る
。

大
門
町
営
住
宅
の

�

建
て
替
え
事
業
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

令
和
４
年
度
は
地
質
調

査
と
建
築
設
計
を
予
定
。
２
戸
長
屋

で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
集
合
駐
車

場
を
設
け
る
。
戸
建
て
も
検
討
し
た

が
、
２
戸
長
屋
の
方
が
18
世
帯
分
で

約
900
万
円
経
費
的
に
有
利
と
な
る
。

建
て
替
え
工
事
の
計
画
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
５
カ
年
を
予
定
し
て
い
る
。

 　
　
　
　

  

事
業
を
も
っ
と
前
倒

し
で
き
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

５
年
計
画
だ
と
仮
住
ま

い
し
て
い
た
だ
く
方
が
最
小
限
の
２

世
帯
で
可
能
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

公
営
学
習
塾
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

対
象
者
は
出
雲
崎
中
学

校
生
徒
と
し
、
多
世
代
交
流
館
き
ら

り
に
て
、
定
員
は
概
ね
30
名
を
予
定

し
て
い
る
。
学
習
内
容
は
主
要
５
教

科
の
講
義
と
し
、
中
学
校
で
の
基
礎

学
習
を
は
じ
め
受
験
対
策
に
も
つ
な

げ
た
い
。
平
日
２
日
間
と
土
日
に
約

２
～
３
時
間
の
勉
強
時
間
を
確
保
す

る
。
受
講
料
は
無
料
と
し
、
テ
キ
ス

ト
代
別
途
個
人
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

講
師
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
に

籍
を
置
い
て
い
る
近
藤
管
理
指
導
主

事
を
中
心
に
、
中
学
校
を
退
職
さ
れ

て
す
ぐ
の
６
名
に
声
を
か
け
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
た
三
者
面
談
を
行
い
た

い
た
め
、
保
護
者
の
ご
協
力
も
得
た

い
。

小
黒
議
員

建
設
課
長

加
藤
議
員

教
育
課
長

小
黒
議
員

町
長

総
務
課
長

島
議
員

総
務
課
長

子
ど
も
未
来
室
長

仙
海
議
員

子
ど
も
未
来
室
長

建
設
課
長

中
野
議
員

建
設
課
長

教
育
課
長

　

全
員
協
議
会　

   

１
月
〜
３
月
開
催
分

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

当
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予
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質
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問
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育
ち
盛
り
の
腹
に
も

力
が
入
る
よ
う
フ
ー
ド
も
応
援
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

 　
　
　

 

町
塾
に
は
期
待
し
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
代
も
上
限
を
決
め
て
町
が

負
担
す
る
方
針
で
進
め
、
フ
ー
ド
に

関
し
て
は
内
容
を
詰
め
な
が
ら
対
応

し
た
い
。

 　
　
　
　

  

一
対
一
で
勉
強
を
教

え
て
く
れ
る
の
か
等
、
講
師
体
制
に

つ
い
て
の
検
討
も
望
む
。

 　
　
　

   

町
塾
開
設
の
背
景
に
は
、

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
当
町
の

中
学
３
年
生
と
６
年
生
の
学
校
外
で

の
学
習
時
間
が
全
国
・
県
に
比
べ
て

非
常
に
短
い
と
い
う
結
果
に
あ
る
。

当
町
の
児
童
生
徒
の
学
校
で
の
様
子

を
見
て
い
る
と
、
学
校
外
で
の
学
習

環
境
を
さ
ら
に
整
え
る
こ
と
で
、
計

画
的
に
学
習
を
進
め
た
り
や
る
気
を

出
せ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
学
習

に
お
も
し
ろ
さ
を
見
つ
け
る
機
会
を

つ
く
る
一
道
に
し
た
い
。

来
庁
者
に
対
す
る

�

職
員
の
対
応
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

窓
口
対
応
等
、
職
員

へ
の
指
導
に
つ
い
て
聞
く
。

 　
　
　

 　

 

常
日
頃
か
ら
所
属
課
長

を
通
じ
て
各
職
員
に
対
し
指
導
を
し

て
い
る
。
今
後
も
住
民
の
皆
様
の
た

め
に
努
力
し
て
い
く
。

町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

�

助
成
金
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

助
成
金
の
交
付
は
１

回
限
り
で
あ
る
が
、
制
度
を
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

 　
　
　

 　
 

同
一
住
宅
に
つ
き
１
回

を
継
続
し
て
い
く
が
、
状
況
に
合
わ

せ
、新
生
活
ス
ー
パ
ー
住
ま
い
取
得
・

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
助
成
金
制
度
も
活

用
し
て
ほ
し
い
。

ネ
ッ
ト
詐
欺
に
対
す
る

�

注
意
喚
起
の
徹
底
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

詐
欺
の
具
体
的
な
手

口
を
周
知
す
る
機
会
や
時
期
、
相
談

窓
口
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

 　
　
　

 　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
に
ネ
ッ
ト
詐
欺
事
例
や
注
意
喚
起

の
記
事
な
ど
を
定
期
的
に
掲
載
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に
ネ
ッ
ト
詐

欺
を
中
心
と
し
た
啓
発
講
座
を
計
画

し
た
い
。

Ｊ
Ａ
農
産
物
加
工
施
設
の

�

今
後
に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 　

小
木
地
内
に
あ
る

Ｊ
Ａ
の
農
産
物
加
工
施
設
と
貯
蔵
施

設
で
、
特
産
で
あ
る
梅
干
し
や
味
噌
、

麩
の
製
造
や
販
売
を
し
て
い
た
が
、

原
料
の
入
荷
が
不
安
定
、
加
工
品
の

作
り
が
年
々
減
少
し
、
採
算
ベ
ー
ス

に
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度
を

も
っ
て
加
工
事
業
を
撤
退
し
た
い
と

申
し
出
が
あ
っ
た
。
ま
た
建
設
後
36

年
ほ
ど
経
過
し
て
お
り
、
施
設
を
利

用
し
た
い
方
が
い
な
け
れ
ば
解
体
し
、

地
主
に
返
す
予
定
で
あ
る
。

 　
　
　

 　

 

特
産
品
を
作
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
町
民
の
方
の
た
め
に
、

貸
し
出
す
な
ど
の
対
応
は
で
き
な
い

も
の
か
。

 　
　
　

 　

 　

町
が
管
理
す
る
に

は
、
借
地
料
の
ほ
か
改
修
費
用
等
が

か
か
る
た
め
、
譲
渡
を
受
け
る
考
え

は
な
い
。
し
か
し
、
生
産
者
や
新
規

事
業
を
立
ち
上
げ
た
い
方
が
い
れ
ば
、

新
し
く
建
設
を
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム

�

に
つ
い
て

 　
　
　

 　

 

コ
ロ
ナ
禍
で
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
昨
今
、
気

分
一
新
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
の
冒
頭

部
分
を
流
す
な
ど
、
新
し
い
楽
曲
で

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
は
ど
う
か
。

 　
　
　

 　

 

４
月
か
ら
朝
と
夕
方
の

チ
ャ
イ
ム
を
変
更
す
る
と
い
う
案
も

検
討
し
て
い
る
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

町
公
式L

IN
E

ア
カ
ウ
ン
ト

 　
　
　

 　

 

基
本
メ
ニ
ュ
ー

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
町
コ
ロ
ナ
情
報

③�

通
報
（
道
路
陥
没
・
漏
水
・
動
物

の
死
骸
を
発
見
し
た
場
合
、
写
真

等
を
撮
り
通
報
す
る
機
能
）

④�

ゴ
ミ
の
分
別
（
カ
レ
ン
ダ
ー
・
分

別
検
索
が
で
き
る
機
能
）

⑤�

子
育
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
様
々

な
情
報
へ
リ
ン
ク

⑥�

防
災
メ
ニ
ュ
ー
（
災
害
時
の
お
知

ら
せ
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
気
象

庁
の
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
）

　

周
知
方
法
と
し
て
、
広
報
や
地
域

の
茶
の
間
等
で
お
知
ら
せ
や
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
の
掲
示
、
読
み
取
り
方
法
を

お
伝
え
す
る
。

 　
　
　
　

  

町
外
に
勤
務
し
て
い

る
方
に
も
災
害
時
等
町
の
状
況
が
伝

わ
る
の
か
。

 　
　
　

 　

 「
住
民
安
全
さ
ん
と
う
」

の
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
は
可
能
か
。

 　
　
　

 　

 

防
災
行
政
無
線
に
流
す

防
災
情
報
と
併
せ
てLIN

E

に
も
掲

載
す
る
。
リ
ン
ク
し
て
ほ
し
い
サ
イ

ト
は
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

追
加
変
更
し
て
い
く
。

高
橋
議
員

町
長

仙
海
議
員

教
育
長

石
川
議
員

総
務
課
長

中
野
議
員

建
設
課
長

髙
桑
議
員

町
民
課
長

産
業
観
光
課
長

小
黒
議
員

産
業
観
光
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

仙
海
議
員

高
橋
議
員

総
務
課
長

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

表
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表
紙
小
話

の

　港
に
春
が
来
た

　
時
化
の
続
く
長
い
冬
も
３
月
に

入
る
と
、
よ
う
や
く
凪
の
日
が
訪

れ
、
船
も
漁
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
の
漁
と
あ
っ
て
、
荷

捌
き
所
は
活
気
が
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
写
真
撮
影
当
日
は
、
サ
ザ
エ
、

鯛
、
カ
レ
イ
、
甘
エ
ビ
、
ま
だ
ら

な
ど
数
種
類
の
魚
介
が
セ
リ
に
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
昔
は
、
４
月
下
旬
か
ら
５

月
初
め
に
か
け
て
鰯
漁
が
盛
ん
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
民
謡
「
出
雲
崎
お
け
さ
」
の
は

や
し
文
句
の
中
に
、

　
♪
春
は
い
わ
し
で

　
　
　
　
大
漁
の
浜
よ

と
歌
い
継
が
れ
て
い
る
と
お
り
の

浜
風
景
で
し
た
。

　
あ
る
漁
師
の
方
に
話
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
温
暖
化
の
影
響
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
海
水
温

が
上
が
っ
て
季
節
に
合
っ
た
漁
が

で
き
な
い
。
尚
且
つ
、
い
そ
み
漁

師
を
含
み
高
齢
化
が
進
み
、
継
承

者
不
足
と
相
ま
っ
て
、
漁
業
の
先

行
き
が
心
配
で
す
。」
と
寂
し
そ

う
な
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

（
石
川
　
豊
）

んみ な の 声

編

集

後

記

　
委
員
長
　
　
髙
桑 

佳
子

　
副
委
員
長
　
石
川 

　
豊

　
委
　
員
　
　
仙
海 

直
樹

　
委
　
員
　
　
小
黒 

博
泰

　
委
　
員
　
　
島 

明
日
香

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
一
カ
月
が

た
ち
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
新
し
い
生
活
を

始
め
ら
れ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で

す
。
本
来
な
ら
ば
、
歓
送
迎
会
な
ど

が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

自
粛
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
３
年
が
経
ち
働

き
方
を
始
め
、
伝
統
行
事
な
ど
、

様
々
な
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う

に
感
じ
ら
れ
不
安
を
感
じ
ま
す
。

　
変
え
る
べ
き
も
の
は
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
守
る
べ
き
も
の

は
、
し
っ
か
り
と
守
り
受
け
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
延
期
や
中
止
も
よ
い
の
で
す
が
、

知
恵
を
絞
り
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
仙
海 

直
樹
）

議
会
報
特
別
委
員
会

　
そ
ん
な
我
が
町
で
す
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ

ん
を
始
め
、
移
住
者
の
方
々

の
お
力
添
え
で
、
徐
々
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
実

際
に
私
も
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

て
い
ま
す
。
そ
の
度
に
出
雲

崎
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
あ

る
な
あ
！
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
が
、

誰
か
に
と
っ
て
の
第
二
の
故

郷
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
よ
り
魅
力
あ
る
街
へ
進

化
し
て
い
く
過
程
を
、
こ
の

目
に
焼
き
付
け
た
い
で
す
。

　
そ
の
過
程
で
、
微
力
な
が

ら
自
分
も
役
に
立
て
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
外
の
方
か
ら

　
　
　
　
　「
出
雲
崎
っ
て

長
岡
？
柏
崎
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
し

か
に
小
さ
く
て
人
口
も
少
な

い
地
味
な
町
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の

無
さ
に
涙
が
出
ま
す
。

時
折
、

古 矢  剣 太

稲川
ふるや     　  けんた

さん

のびしろ

し
け

な
ぎ




